




































































































































Ft.taln]- F回+Fex七回 - Foln】+Fextln]十Fc｡uln]十Fxcln】,
･Fextln] - /dl(1,ZT(rl)-P)n(1)
･Fcou回 - ; /dld2ef3 6(T1-T2,


























ー ? ? ?ー ? ?? ? ? ? ? ???? ?
となる･E｡･(23)で,一体有効ポテンシャル,J･efを導入した･ここで,,;C(r)≡散 財 である･Eqs･(22,23,24)
は,self-consist･erlt方程式をなしている.Eq.(22)は,て'ef下での一体間取


















































































｢解析接続 (のような)｣していって ｢リーマン面(のような)｣をつくっていくような構成の仕:坑 を想定し

















































62Exclrn/] f′_ _､｡_ __ ､∂7,x｡(.n,(1))

















li; +玩 -V:f'r'-67,:f 'r･t)](Wi'r'+6ヤ恒 ).-0



























































は,q- Oにおいて,磁性 (スピン波のとき)もしくは原子位置 (フォノンのとき)に関する並進対称性を回復
しようとするモ-ドであり,q-OでW-0となる.ところがクーロン力においては,その長距離性 1/q2の
ため,この定理の適用外となり,プラズマ振動は,q-0でW-0とならず一定値 nplとなっている･クー






































Ekn-ekn+Zknl(Oknl∑q(r､r′,Fkn)仲kn,ト くせknIYxqcLDA(r冊 kn)] (50)























めてはいけない.この近似で種々の物理量が計算できる ･=電子相関のような ｢高級 (?)｣な問題だっ
て,この土台を抜きには考えられない.バンド計算の部分に関して(これ以降の進展である)線形化
の方法(LAPW 等)の記述がない.
3.金森順次郎,寺倉清之 ｢固体｣岩晩 現代の物理学シリー ズ.
LDAや密度汎関数法のレビュー,巻末文献も参鳳
4.フェツタ一･ワレツh,多粒子系の量子論,松原武生/藤井勝彦訳.
絶版が惜しまれる.わかりやすいし丁寧な多体論の教科書.多体論を学ぶ際まず勉強すべき.勉強し
た後辞書代わりになる.
5.Negalean(I0rlan(1,Q,tJantumMany-pariliclesy･stem,.S
コヒーレント表示経路積分による表式からスタ-トする新しいスタイルの多体論の教科書.ケアレス
ミスが多いが,さすがアメリカ製で話の展開の仕方はていねいで,わかりやすい.初学者でも ｢グラス
マン代数｣とかの新しい数学的構造体に対して ｢どのように定義構成されたものか｣に注意を払って
読めば問題ないと思う.汎関数的取り扱いは系の対称性をみるのに有利なので,そのあたりをちょっ
と読んどくべきかもしれない.ただ,初学者が読んで固体物理のセンスを身につけるのには適さない
ように思う一若干退屈するかも.
6.L.HerlinandS.Llndqvi叫 iISolidStatePhy.sic.S,edit,edby
H.Elm renreicl,F.Seitry,andD.Tlrnbul(Academic,NewYork,1969),Vol.23,p.1:D.Pines
an〔lP.Nor,ieres,TheTheor7JOfQuantlJ.mJLiqlJ･idsl'Ol.I(Benjam in,in°.newYork,1966)一様電子ガ
スの理論.固体物理における多体論は,このころまでにおよそ完成された.で,このあたりの時代の
本がやはり面白いように思う.
7.T.Kota.ni,J.Phys.Con(1.Mar,.10(J241(1998)
自分の論文の宣伝.LDAによらない密度汎関数法であるOptimiy,edefect,ivepot･ent,ial法.
8.パリティ物理学コース ｢電子相関｣,川端有郷
エッセンスがわかりやすい.CPA,モット転移}SCR理論等の説明がわかりよい.センスのよい人なら
コレさえ読めば,かなりのことがわかるだろう.
9.山田耕作 ｢電子相関｣岩波講座,現代の物理学シリ-ズ.
近藤問題等がくわしい.そんなものいまさら… ?と思うかもしれないが,｢磁気的散乱と電気伝導｣はス
ピントロニクスなどでますます重要になりうる間題です.付録にLltt,ingeトWard汎関数についての記
述があり,｢Fermi面の囲む体積は不変である｣というLlt･f･ingerの定理なんかも説明してある一一フェツ
タ-ワレッカ等を理解してれば問題なく読めるはずだが,ちょっと不親切な気もする.Luf,t,ilger-Ward
汎関数をルジャンドル変換的に導入したものをやさしく誰かに書いてもらいたい,
10.ht･tp://xxx.yukawa･kyoto-u･ac.jp/abs/physics/9806013
DFのやさしい記述がある.すぐ読めるし,一読を勧めます.Refs.のコメントがていねいでいろいろ
とおもしろい.
そのはかにもいろいろあります.孫引きしてください.ぼくが読んで(ななめに読んで)の感想です.
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